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各　　部 牛径（粁） II面積（事方粁）艦積「立方粁） （雫均初速?bキ・）1 　　，Gネルギiエルゲ）
1
火　抗 44 6×1⑪3 109．〉く102 一 0．3×1027
壁 一 一
5． 『 0．01×／ノ
輪 84 『 『 一 一Nimbus 145 1300・ 24． α5 6．0×”
放射線 一
旨… 24． 0．8 15．4×”
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計 34 17 52 25．8 26，2
第3表　海中での分窃
八分i海面の百分比 襯察（・川 計算（C） 差（o－c）
一 コ、 9 7 4．6 十2．4
2 17 7 8．9 ＿1．9
3 21 3 10．9 一7．9
4 26 10 ユ3．5 一3．5
5 14 13 7．2 十5．8
6 5 4 2．8 十1．2
7 o G 0．0 o．o
8 8 8 4」 1　…
計　1 100 152 52．0 i・・闘
第4表　　陸上での分布
八田陸の飾・百砒￥gq察（・） 計算（c） o－c????14％10
8
6
工2
16?，
15
1 100
???????????
961
十2．6
－O，7
－O，4
－O．9，
十1．0
十〇．3
－3．2
十1．4
i　O・1；il．31
　：次に月面の海陸歯面別々に分布を見るに，第3表と第4表とに見る如く，何
れもZF等である．
　故に，月面に放射線を有つ噴火口は唄石落下の結果である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Ap・　J・　81．　37，　（1935）］
